
議案第16号 

 

令和７年度補正予算（令和８年第１回市議会定例会提出案件） 

 

・歳入歳出予算の補正（教育費） 

   ア 補正額               １,１８５万８,０００円 

   イ 補正後の予算総額      １５億６,０２６万７,０００円 

   ウ 補正内容 

   （歳出）                     （単位：千円） 

費     目 補 正 額 説     明 

10 教育費 11,858  

 1 教育総務費 11,858 私立幼稚園施設型給付費負担金給付事

業 

計 11,858  

 



議案第16号　参考資料

市長ヒアリング説明資料(既存事業)

5つの挑戦

会計 款 項 目

款

補正予算第１号

2
次
評
価

事業の
方向性

コメント

事業の達成状況(事後評価表より転記)

基準値 目標値

評価の
総合的な
コメント

　幼児の幼稚園への就園が促進され、幼児教育の振興充実が図ら
れている。

改
善
・
今
後
の
方
針

事業の
方向性

現状維持

今後の事
務事業の
進め方(改
善策等)又
は、懸案
事項等

法律の定めにより実施すべき事業であり、給付額については国で定
めた基準単価を用いて算出している。今後も、継続して事業を行って
いく。

最良の手段・手法であるか A:適正

有
効
性

事業の目的や目標に対し期待する成果が得られているか A:適正

事業の成果が上位施策の目標達成に貢献しているか A:適正

事務事業評価(事後評価表より転記)

評
　
　
　
価

必
要
性

変化する社会情勢の中で、事業の意義は失われていないか A:適正

市が関与することが適切か A:適正

効
率
性

事業実績や目的に対して費用がかかりすぎていないか A:適正

予算要求課 学務課

92

R4

120 120 121 102認定園児数

3

2

3

1

2

活動指標(アウトプット) R5

4 4 5 5 51
給付対象幼稚
園数(市内2園､
市外2園)

R3

成果指標(アウトカム) 基準値 目標値 R3 R4 R5

美唄市に住所を有する子どもが通園する市内外の私立幼稚園に対し、施設型給付費と
して毎月負担金を給付し税源として国・道からの交付金の交付があるが、令和６年度子
どものための教育・保育給付費道費負担金について、当初予算額に基づき、申請を行
い交付金の交付を受けたが、実績報告において、当初見込みの園児数の通園がな
かったことから、交付金を多く受領したことに伴い、過剰交付分について、返還する。

実
　
　
　
績

実
　
　
　
績

【事業内容】
　美唄市に住所を有する子どもが通園する市内外の私立幼稚園に対し、施設型給付費として毎月負担金を給付し、財源として国・道からの交付金の交付があるが、令和
６年度子どものための教育・保育給付費道費負担金について、当初予算額に基づき、申請を行い交付金の交付を受けたが、実績報告において、当初見込みの園児数の
通園がなかったことから、交付金を多く受領したことに伴い、過剰交付分について、返還する。

令和6年度当初交付決定額　43,242,129円
令和6年度実績額　　　　　　  31,384,187円
返還額　　　　　　　 　　　　　　11,857,942円

01教育総務費

事業内容・事業費等の内訳

合計額 11,858 0

予算査定意見

査定額

令和　7年度

節 細節

国庫支出金

名 称説明

10教育費

私立幼稚園施設型給付費負担金給付事業

02教育振興費

節区分

現 計 予 算 額

目項

39,928 33,847

査 定 額

関連法令等

100,993

107,624

36,809 31,243 11,858

その他
一般財源

22償還金、利子及び割引料                                      

要求額

道支出金

32,941

0

特定財源の内訳及び名称

事務事業

予 算 費 目

R05 決 算 額

補正予算要求額

一般会計

11,858

区　　　　　分
事務事業費
　　（千円）

財源内訳

個別分野計画

事業の趣旨・目的・補正が必要となった理由・背景

要求額

33,849

市債

地域に根ざし、暮らしに学ぶまちづくり 施策の柱 安心して子育てできる環境の充実13 13施策 子育て支援

11,858

歳出要求額内訳（千円）

査定額


